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超低温時代に先がける

自動化冷凍倉庫システム

今日,倉J車は単なる荷物の保管とい

う役て別にとどまらず,生産あるいは物

i充の一部として考えられ,生産の省力

化自動化と不‖並び,入J事から出ノ章まで

の自動化,無人化が強く要請されてい

る｡

倉†事業界においても従来の人手にた

よる方式から最新技術をフルに取り人

れた新しい方式の倉庫へと脱皮を図る

ことが強く望まれている｡特に冷i東食

品の急激な伸びとコールドチェーンの

発展に伴し､需要の高まった冷i東倉庫は,

-300c以下という超低子息中で作業する

過酉告な条件があるため,それらの省力

化,合理化はまさに急務といえる｡

本年6月,開業した束‾京･板橋i充通

団地内の中央冷i東株式会社板橋冷蔵J事

は,日立製作所と鹿島建設株式会社が

プロジェクトチームを組み,設計から
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施工まで一一貫して進めてきた関束地区

では初めての大形自動化冷i束倉J車で,

建築一機1減-コンビュ【タの幅Jょい技

術が融合,結集し,数々の特色をつく

F)出した｡

第一は,高さ30×幅15×奥行38(m)

の人空間を有する庫内7且J塞がノ常時-30

0c±50cの精度で均一一一に仏ミたれている

こと,構造物の断熱性や低i見下におけ

る機器･制御装置の信東副生に特に注意

が払われていること,スタッカクレー

ンは純国産で,収容量の増加を図るた

めクレーンの両側のたなの奥にもう一

つたなを設けるというダブル方式を採
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用していることなどである｡

次に,中央ど別御装置にはHIDIClOO

を才采川,入.L†1庫およぴたな管理は完全

に自動化し,人制による作業はtl二分け

と入山J事柄報のキーインだけで,i令蔵

J車内は与こ仝に無人化を実現しているこ

と,ダブルラックの効率的な運用につい

て独特のコンピュータソフトが完備iし

ていること,冷i束倉庫の実状に則した

各稚の運転モ【ド(たとえば配替など)

がJり意されていることなどである｡

自動化倉庫の開発にあたり,日立製

作所はその捻子ナ技術を十分に発揮し,

各種荷役搬送機器,制御装置,情報処

理に至るあらゆるハードウェア機器お

よびシステム計画,自動運転,帳簿処

玉里など各種ソフトウェア技術を駆使し

て,情報化時代の物流革新にこたえて

いる｡
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